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      第 2回スヌーズレン教育研究会開催のご案内 

        ―通常学校におけるスヌーズレンの授業の有効性― 

 

厳寒の候 貴職におかれましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素より本学の教育・研究活動並びに本研究所の研究・研修活動にご理解とご協力を賜

り、心より厚くお礼を申し上げます。 

 さて、別紙のとおり、平成 30 年 2 月 24 日(土)に静岡市特別支援教育センター1 階大会

議室を会場に、ISNA 日本スヌーズレン総合研究所主催による「第 2回 スヌーズレン教

育研究会」を開催する運びとなりましたので、別紙のとおり、ご案内を申し上げます。本

事業は「しずおか中部連携中枢都市圏地域課題解決事業」に採択されたもので、静岡市特

別支援教育センターと連携しながら実践研究を推進しており、参加費は無料です。 

今日、小・中学校の通常学級に在籍する発達障がい等の児童生徒に対する指導・支援の

あり方が真に問われています。多くの学校では、現在ユニバーサルデザインの工夫や合理

的配慮等の指導や支援方法を模索しながら取り組んでいるのが現状です。 

今回のスヌーズレン教育は、1970 年代にオランダの知的障がい者施設で始められた取

組みを、学校教育に「スヌーズレン教育」として適用を図ったものです。主に視覚刺激や

聴覚刺激、嗅覚刺激等を用いた環境を別室に設定して、対象児の興味のある学習活動を通

して、リラクゼ―ションを促し共感的触れ合いにより、対象児の心理的な安定や教師との

信頼関係を培うことで、対人関係面の改善やコミュニケーションスキルの向上を図るもの

で、今後小・中学校の発達障がい児等に対する指導の成果が期待されております。 

別紙の案内チラシにございますが、当日は、私の基調講演「通常学校におけるスヌーズ

レンの授業の有効性について」国内外の理論と実践をご紹介し、さらに、常葉大学教育学

部 4 年生の酒井 空さんによる実践報告「小学校の発達障がい児への取出しによるスヌー

ズレンの授業実践」の成果等の発表がございます。 

今回、特に学部生による発達障がい児等へのスヌーズレンの授業実践を通して、自閉的

傾向のある対象児に対人関係やコミュニケーションの面で大きな変容が見られましたの

で、皆様に実践の成果を中心にご報告いたします。 

また、スヌーズレンで用いる蛍光教材・教具の紹介もございます。現場の先生方の日々

の実践に役立つ内容になっております。 

 何かとご多用の時期とは存じますが、ぜひ職場の皆様に本研究会の開催についてご案内

下さいますよう、何卒ご高配を賜りますようよろしくお願い申し上げます。   敬具 

             


